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日本沿岸におけるヤツデヒトデの分布

藤田大介事・瀬戸陽一本

(2000年3月25日受理)

Distribution of a fissiparous multi-armed sea star， 

Coscinαsteriαsαcutispinαin Japan 

Daisuke Fujita * and Youichi Seto* 

Abstract 

Domestic distribution of a fissiparous multi-armed sea star， Coscinαsteriαs 

αcutispinα， was collected for the first time. The sea star was recorded from 

the rocky/stony coasts of 31 prefectures of Japan from Northern Honshu 

(bordering the Sea of Japan) to Okinawa Island. The occurrence of C. 

αcutispinαin Okinawa Island was recorded in the present study for the 

first time. Based on mass sampling and / or high density determination 

suggested the presence of large populations in some areas such as Toyama 

Bay， Sagami Bay， south of Kii Peninsula and Northern Kyushu， which may 

play an important role in the reproduction and extention in its geographical 

distribution. In vertical distribution. the sea star has been found between 

the lower intertidal zone to subtidal zone. The deepest sample was collected 

by dredging at a depth of 30 m off Tobishima Island in the Sea of Japan， 

whereas the deepest recorded collection by diving was from boulders at 

a depth of 20 m in Toyama Bay. 

Key words: abalone， biogeography， Coscinαsteriαsαcutispinα， distribution， 

Turbo cornutus， sea star 

ヤツデヒトデCoscinαsteriαsαcutispinαは多腕をもっ分裂性のヒトデ(Hayashi1973)で，富

山湾をはじめ，国内各地でアワビやサザエの稚貝(特に放流貝)の捕食生物として知られている

(藤田・瀬戸 1998)。本種は，中国南部(Huang1994)や韓国南部 (Shinand Rho 1996)を含む

北西太平洋沿岸域に広く分布しており，韓国ではShinand Rho (1996)が国内分布図を示してい

る。日本国内の分布については，各種の動物図鑑にも分布範囲が示されているが，記載はまちま

ちで，実態は不詳である。本種は，多腕性や分裂性のために国産のヒトデ類の中ではよく知られ

た存在で，誤同定の可能性は極めて低く，学術論文以外に各地の生物リス トや自然、ガイドでも頻

繁に取り上げられている。そこで，著者らはこれらも含めた文献調査を実施し，ヤツデヒトデの
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国内分布図を作成した。また，作業を進める間に，新たに沖縄県産の標本について調べる機会を

得たので，その結果も含めてここに報告する。

材　料　と　方　法

　富山県水産試験場，富山大学理学部生体構造学研究室，科学文化センター，（財）海中公園セン

ター，のと海洋ふれあいセンター，あるいは各県の県立図書館に所蔵されている生物関係の研究

報告，事業報告書，市町史，学会・研究会誌などからヤツデヒトデの生息確認を示す資料を柚出

し，取り扱い状況を記録した。なお，同一地区で重複する内容が度々報告されている場合は，最

も新しい（または内容の詳しい）文献だけを収録した。

　沖縄県産の標本は，沖縄県水産課の久保弘文氏が1997年12月に沖縄島恩納村瀬良垣のリーフ上

で採集された１個体の乾燥品について調べた。標本は，写真撮影後，実体顕微鏡下で形態観察を

行った。

結果及び考察

地理的分布　　　これまでの調査で，全国39の沿岸都道府県のうち，北海道と東北地方太平洋側

の各県（茨城県～青森県），岡山県と香川県を除く31の都道府県でヤツデヒトデの生育記録を見

つけることができた（Table 1 ，Fig.1）。これらの記録は，調査年代や調査方法ともまちまちであるが，ヤツデヒトデが対馬暖流域（北部を除０，黒潮流域および瀬戸内海の岩礁・転石城に広く分布することがわかった。なお，岡山県と香川県については，文献調査のほか，岡山大学臨海実験所や香川県水産試験場へ照会したが本種の分有資料を得ることができなかった。ただ，いずれも隣接県で分布が確かめられており，両県に本種が分布している可能性は十分にある。

　数百～千個体に及ぶ大量採集の事例や高密度生息の情報から推察すると，九州北岸（二島1989），

富山湾（Fujita d �･，submitted），紀伊半島南部沿岸（Yamazi 1950），相模湾（T.Fujita1999）などにヤツデヒトデの多産地帯があると考えられた。有性生殖と無性生殖の両繁殖様式を併せ持つ本種の特性を考えれば，これらの多産地帯が個体群維持や分布拡大に重要な意味を持つ繁殖拠点となっている可能性があり，今後の詳細な生態調査が望まれる。

沖縄県産の標本について　　　今回調べた沖縄県産の標本をFig.2に示した。このヤツデヒトデは

８本の院を有し，４本が院長（Ｒ，目から院の先端までの長さ）12～13mmの長腕，残りの４本が腕

長9～10mmの短院となっていた。このように，調べた標本は小型ではあるが分裂後の再生途上に

ある小型個体で，採集地周辺で無性生殖（分裂）が行われていることを示している。沖縄県から

のヤツデヒトデの報告はこれが初めてである。

分布の北限・南限　　　本邦の日本海側におけるヤツデヒトデの北限は，多くの図鑑で秋田県の

男鹿半島とされている。これは，鈴木（1970）を採用したものと思われるが，採築地は不詳で，

秋田県水産振興センターと男鹿水族館に照会したが，本種の分布を確認することができなかった。

南側に隣接する山形県沿岸では，本土側で少なく飛島では普通に見られるという（鈴木1970）。

なお，やはり原典や収録状況が不明であるが，青森県の陸奥湾を産地として掲げた図鑑（西村・
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Table 1 References showing the occurrence of Coscinαsteriαsαcutispinαin Japan. 

Prefecture Reference and style of treatment in capital letters 

Honshu (Sea of Japan) 

Aomori Nishimura & Suzuki (1971)-PG 
Akita Suzuki (1970)-F 
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Kyoto 

Hyogo 

Tottori 

Shimane 

Yamaguchi 

Umemoto (1937)-F， Suzuki (1970)-F 

Hayashi (1957)-F， Ito (1970)-F， Honma & Kitami (1978)-F， Karube et αl. 

(1979)-A， Niigata Pref. (1984)-A/T， Amita & Yamaguchi (1990)-T 

Hayashi (1938a)-F， Fujita & Seto (1998)-T， Fujita etα1. (submitted)ーC.

Hayashi (1938a)-F， Isaka et al. (1978)-F， Matada et al. (1995)-F， Ishikawa 

Pref. (1998 a，b)-E 

Ito (1978， 1979)-FG， Narita et al. (1982)-U， Hata et al. (1984)-U， Morimoto 

et al. (1995)-U， Uchiyama (1991)-U 

Nishimura & Tsuji (1978)-A， Tsuji & Nishimura (1979)-A， Yoshiya etα1. 

(1990)-T 

Kamio etα1. (1973)-E 

Furuta (1990)-A 

Hino & Yoshio (1989)-U 

Kakuda et α1. (1972)-A 

Chiba 

Honshu (Pacific Ocean & Inland Sea) 

Tokyo 

Kanagawa 

Shizuoka 

Aichi 

Mie 

Wakayama 

Osaka 

Hyogo 

Hiroshima 

Yamaguchi 

Watanabe (1973)-F， Tanaka et α1. (1978)-A， Oba etα1. (1982)-A， Hayashi 

(1988)-A， Kawana (1988)-F 

Hayashi (1938c)-F， Hayashi (1973)-F 

Hayashi (1973)-F， Saito & Suzuki(1974)-F， T. Fujita (1999a， b)-C 

Hayashi (1973)-F， Watanabe et al. (1978)-F， Yamamato & Fujii (1989) F， 

Miyamoto et al. (1999)-FG 

Harada (1984)-F 

Kojima (1978)-F， Seki etα1. (1981)-A， Saba etα1. (1982)-F 

Nunomura et al. (1975)-F， Tokioka et al. (1978)-F， Midorikawa & Namba 

(1981)-A/T， Fuse et α1. (1984)-F 

Osaka Pref. (1978)-E 

Takeda & Itami (1984)-A 

Hiroshima Univ. (1988)-F 

Kakuta et αl. (1972)-A 



22

(COM決心ｄ)

Shikoku

Tokushima

Kochi

Ehime

Kyushu

Fukuoka

Saga

Nagasaki

Ｋｕｍａｍｏｔｏ

Ｋａｇｏｓｈｉｍａ

Miyazaki

oita

Ｏｋｉｎａｗａ

富山県水産試験場研究報告　第12号（2000）

Kojima討�バ1977パ979)-A，Kojima＆Nakahisa(1980)-A，Kojima＆

Tanimoto(1974)-A

Yatsuzuka d�バ1978)-F，Koizumi d �.(1981)，Morita肘�バ1988)-ATakahashi(1959)-FG，Mlyauchi(1960)-FG，Yamauchi(1960)-FG，0chi(1963)-F，Yasunaga(1961，1963)-FG

Fukuoka Pref.(1982)-A，Futashima(1989)-A，Futashima吋�バ1989)-ATakushima(1972)-F

Hisahara吋�バ1987)-F，Fujita吋�.バ1982パ984)-A，Nagasaki Pref.

(1993)-E，Yamashita(1997)-F

Hayashi(1973)-F，Hlrota＆Yamaguchi(1978)-F，Kikuchi et al.(1973)-FHayashi(1938b)-F，Kagoshima

Pref.(1978)-E，Teshima＆Kanazaﾊva

(1976)-S

Miyazaki Pref. (1980)-A

Himeno(1958)-F，Hoshino＆Kawahara(1994)-FG，Kawahara(1987)-FG，

0ita Pref. (1976)-E，Zeishod�バ1969)-F

Present study

A: Report on stock enhancement of abalone，C: Paper on Cosc汰αs旋r証sαc囚丿司:洽m，E:Report

on environmental study，F: Paper on fauna， FG: Field guide（1oca1），PG:Pictureguide（genera1），S:

Sampling note for biochemicalor other studies，T:　Report on stockenhancement

of horned turban，U: Report on stock enhancement of sea urchin.

鈴木1971）が１編あった。以上，新潟県の粟島や山形県の飛島のような離島を除くと，山形県本

土以北ではヤツデヒトデの分布は極めて希で，年によって出現する分布変動域となっている可能

性もある。しかし，現時点では，この海域，すなわち本州北部の日本海沿岸域が，国外も合めた

ヤツデヒトデの分布の北限ということになる。

　本邦の太平洋側における北限は千葉県の犬吠埼（川名　1970）であった。犬吠埼のある銚子半

島は，南側が黒潮，北側が親潮の影響を受け，先に述べた本州北部の日本海側（対馬暖流域）の

場合とは異なり，生物地理学的にも明瞭な分布境界と考えられる。実際に，千葉県沿岸（主に南

部）については本種に関して多数の生息記録を見つけることができたが，茨城県沿岸については

該当記録を見つけることができなかった。

　南西諸島におけるこれまでの南限は，鹿児島県の奄美諸島の一つ加計呂麻島（Hayashi 1938b）で，これに次ぐ低緯度の分布／採集記録は鹿児島湾の桜島（Teshima＆Kanazaﾊva　1976，鹿児

W
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Fig. 1 Map showing distribution of a sea star， Coscinαsteriαsαcutisp仇αinJapan 

(For literature reference， see Table 1). 

Solid circle indicating habitat of C.αcutispinαreported in the literature. An 

asterisk shows the habitat reported in the present study. 
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Ｆ縦,2　Specimen of a sea star，Cosc吊aがeバasαcば訟p浪a，collected from Okinawa　　　

　lsland in December， 1997.

　　　　Noticethe presence of long and short arms，indicating the occurrence of

　　　　fission（asexualreproduction）。

府県　1978）であったが，今回，上記のように，沖縄府においても本種の分布が確認された。ま

た，小笠原諸島における南陽は父島（Hayashi 1938c），これに次ぐ低緯度の分有／採集記録としては兄島旧ayashi

1938c），伊豆諸島のハ丈府（Hayashi 1973）が挙げられた。これらの海域ではすべての島嶼で無脊椎動物相（特にサンゴ以外）が詳しく調べられているわけではなく，今後，新たな生息地が見つかる可能性もあるが，現時点では沖縄府の恩納村（北緯26°

30∩が分布の南陽ということになる。

垂直分布　　　一部の文献に記載された水深記録から，垂直分布に関する情報を抽出したところ，

多くは漸深帯（概ね水深１～５ｍ）における観察／採集記録であったが，ここでは浅い方と深い

方の記録を掲げる。

　まず，浅い方についてであるが，潮回帝（低潮帯）における分布確認／採集記録があるのは，

富山湾（Fujita肘�･，submitted），相模湾（T.Fujita 1999），大阪湾（大阪府　1979），鹿児島湾（鹿児島県　1979）で，潮間帝上部や潮上帝での分布記録は見当たらなかった。富山湾では，氷見市の氷見漁港沖防波堤の内側でイガイ帝に生息しており，時々海面上にも露出することがある（Fig.3）が，潮汐の干満差が40cm未満と小さい。なお，県東部の朝日町赤川のブロック海岸でも同じような状況で見つかることがある。

　一方，漸深帝における最深記録は山形県の飛島の採集記録（梅本　1937）で，ドレッジを用い

て水深30m（原記載では17尋）からヤツデヒトデが採集されている。潜水調査によって直接生息

が確認されている最深記録は富山湾（Fujita d�.，submitted）で，入善町沖の転石地帯（水深20m）であった。ヤツデヒトデは重なったレキがある区域で，最も上のレキの裏側で見つかった（Fig.4）。この地帯ではもう少し深く水深22mまでレキが続いていたが，レキが重なっておらず，砂泥域に半ば埋没しているものが多く，ヤツデヒトデは見つからなかった。富山湾の魚津市沖に
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F縦.3　Photograph showing the appearance of a sea star，Cosc伍as旋パas acゴふ写)吊a，

　　　　justabove an intertidal mussel bed at the offshore breakwater of Himi

　　　　FlshingPort，Toyama Bay.

25

Ｆ縦.4　Photograph of Cosc吊ａ討匹謐sαc�海月吊afound at the undersurface of

　　　　　overlappmgboulders　at a depth of 20m off Kinone， Nyuzen， Toyama Bay
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おいても，同じようなレキ地帯(水深18m)で，やはり重なった石の裏側から本種が見つかって

いる。なお，ヤツデヒトデ属の中で，南太平洋産の近縁種Coscinasteriαsmuncαtαは水深o~140 
mから採集されており (Rowe& Gates 1995)，大西洋産の近縁種C.tenuispinαについても水深

o ~165mの採集記録がある (Clark & Downey 1992)。従って，邦産種のヤツデヒトデについ

ても，今後の調査が進めば，さらに深いところから採集される可能性がある。
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